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(3) ＣＳＲへの積極的な取組み 

三井住友フィナンシャルグループは、ＣＳＲに積極的に取り組んでおります。 

 当社グループでは、グループ各社がそれぞれの事業を遂行する中で、当社グループの

発展を追求するだけでなく、株主、お客さま、社会等のステークホルダーにバランスよ

く付加価値を提供し、その結果として社会の持続的な発展にも貢献していくことが、企

業としての社会的責任と考えております。 

これまで当社グループが取り組んできた活動のうち、当行の活動例を挙げると以下の

とおりです。 

○店頭窓口担当者を中心とした手話講習会の開催を通じて、聴覚障害者の利便性を向上 

○被災地域の企業に対するファンドの取扱を通じて、被災企業の復興を支援 

○エコファンドの販売、リサイクル発電事業にかかるプロジェクトファイナンスのアレ 

 ンジ、Ｗｅｂ通帳の提供等を通じて環境問題に貢献 

○従業員による社会貢献活動を推奨、支援 

○退職者再雇用制度の導入、育児・介護休業制度の改定などを内容とする「従業員サポ

ートプログラム」を通じて、従業員が働きやすい職場を創出 

 さらに、17 年 4月には、当社企画部を事務局として当社企画部担当役員を委員長とし、

グループ各社のＣＳＲ担当部室長をメンバーとする「グループＣＳＲ委員会」を設置い

たしました。また、当行におきましても、「ＣＳＲ委員会」を設置するとともに、経営企

画部の部内室として「ＣＳＲ室」を設置いたしました。 

 当社グループでは、これらの委員会等を通じて、ＣＳＲへの取組みを一層強化してま

いります。 

 

(4) 自主的・積極的なディスクロージャー 

［基本的考え方］ 

当社は、ディスクロージャーを通じた市場との対話・市場の評価を経営にフィードバ

ックすることが、健全なグループ経営推進のためには不可欠であり、ディスクロージャ
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ーの充実を通じたお客さま、株主、投資家等の信頼の維持・向上こそが株主価値の増大

に繋がるものと考えております。 

［具体的方策］ 

 このような基本的な考え方に基づき、当社はディスクロージャーポリシーを次のとお

り制定しております。 

 

 

１．重要情報の開示 

当社は、重要情報の開示について、証券取引法その他の関係法令及び証券取引所の規則等を遵守

し、お客さま、株主、投資家の方等に対して適時適切に行うように努めます。 

２．自主的な情報の開示 

当社は、お客さま、株主、投資家の方等が当社の実態を正確に認識し判断できるように、重要情

報の開示に加えて、財務内容、経営方針、業務戦略等に関する自主的な情報開示の充実に努めま

す。 

３．公平な情報開示 

当社は、上記の情報開示を行うにあたり、特定の者に対する選択的開示とならないように配慮し、

公平な情報開示の実現に努めます。 

４．社内体制の整備 

当社は、上記の情報開示を適切に行えるように、社内体制の整備・充実に努めます。 

 

 

 また、本ポリシーの精神を具現化するため、17 年 5 月に当社ならびに当行に「情報開

示委員会」を設置いたしました。同委員会では、情報開示の適正性、情報開示にかかる

内部統制の有効性を検証、改善策の協議を行ってまいります。 

当社は、以上の体制の下、アニュアルレポート、ディスクロージャー誌等の刊行物、

および適時開示情報等の記載内容、発行形式等を一段と充実させてまいります。同時に、

ホームページ等を積極的に活用することで、お客さま、株主、投資家等が、迅速かつ簡

単に、様々な経営・財務情報にアクセス出来るように努めていく所存であります。併せ

て、ディスクロージャーポリシーの遵守を確保するために、グループ内におけるディス

クロージャーおよびＩＲ推進体制の一層の整備等を積極的に進めてまいります。 




